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前川 正次さん
まえ かわ まさ つぐ

昭和28年生まれ。津市安東町在住。三重県指導農業士連絡
協議会会長。平成10年より就農。平成20年株式会社前川農
産を設立し、法人として認定農業者となる。

これからの農業

市長　そこではどのような作物
　を作られているのですか。
前川　小麦、大豆、水稲の順で
　作付けを行っています。
市長　大きな面積の農地を経営
　されていますので、転作も柔
　軟に実行できるのですね。前
　川さんが経営される農地の近
　くにＪＡ津安芸さんの共同育
　苗施設があります。これは国
　と津市で２億円の支援をさせ
　ていただいて、農家の方に良
　い苗を供給するため整備され
　たものですが、やはりこのよ
　うな投資は必要ですね。
前川　専門的に育苗をされてい
　る施設なので、そろった苗が
　供給できます。個人ではなか
　なか良い苗ができませんから、
　このような育苗施設で苗を作
　っていただくと健全な良い苗
　を植えることができます。

市長　先日、前川さんが会長を
　務める「津市の農を考える会」
　の皆さんと懇談をさせていた
　だきました。その中で皆さん
　が一番心配されているのが耕
　作放棄地の問題でした。津市
　には462ヘクタールもの耕作
　放棄地があるのですが、この
　問題についてどのようにお考
　えですか。

前川　まずは、地域の中で耕作
　放棄地を今後どのようにして
　いくのか話し合うことが大事
　だと考えています。
市長　この他に大きな問題は後
　継者対策ですね。若い人に農
　業に就いてもらうためには、
　どのようなことが求められて
　いるとお考えですか。
前川　農業に対してある程度の
　知識を持った、若いやる気の
　ある人を私たちのような担い
　手の法人が育て、一人立ちの
　際には、国や県、市の支援制
　度を利用していくのが良いか
　と思います。
市長　若い人が、給料をもらい
　ながらスムーズに農業に従事
　できるのが、非常に良い手法
　ではないかと思いますね。必
　ずしも大規模経営をされてい
　る担い手の農家の方がみえる
　とは限らないので、現在、国
　では耕作放棄地などを管理し、
　まとまった形で貸し出す仕組
　みとして「農地中間管理機構」
　の設置が検討されています。
　このような新しい取り組みに
　ついてはどのようにお感じで
　すか。
前川　大変良い取り組みだと思
　います。やはり農地中間管理
　機構が県や市を含めて地域で
　きちんと話をして、担い手が
　何カ所もの離れた土地で耕作
　しなくてもよいような
　仕組みを作ることが大
　切だと考えます。
市長　現在、大きな問題
　となっているのがＴＰ
　Ｐ(環太平洋パートナー

　シップ協定)ですね。これは農
　業だけではなくいろいろな産
　業に関わってきますので、国
　内対策がきちんとなされるこ
　とが一番大切だと思いますが、
　前川さんはＴＰＰについてど
　のようにお考えですか。
前川　私たちもＴＰＰに反対ば
　かりしていてもいけないと思
　います。ＴＰＰに参加するか
　らといって今まで培ってきた
　農業をやめるのではなく、今
　まで行ってきたことをこれか
　らも地道に続け、地域の皆さ
　んの信頼を得られるように頑
　張っていくことが一番大事な
　のではないでしょうか。
市長　津市としても、引き続き、
　国や三重県とも十分な連携を
　図り、農家の皆さんやＪＡの
　皆さんの声もお聞きしながら、
　しっかりと農政を進めていき
　たいと思っています。
　　今日はありがとうございま
　した。
前川　ありがとうございました。
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